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広
東
省
東
部
の
客
家
地
域
で
多
く
の
宗
族
が
最
も
重
視
し
て
い
る

祭
祀
対
象
は
、
女
性
の
祖
先
で
あ
る
。
毎
年
決
ま
っ
た
日
に
一
族
を

挙
げ
て
女
性
祖
先
の
墓
へ
参
拝
に
行
き
、
彼
女
に
尊
敬
の
念
を
表

す
。
父
系
を
原
則
と
す
る
社
会
に
お
い
て
、
こ
の
習
俗
は
特
殊
に
み

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
は
、広
東
省
（
以
下
、広
東
）東
部
の
客

家
地
域
を
例
と
し
、
女
性
祖
先
を
崇
拝
す
る
現
状
に
対
し
て
考
察
を

深
め
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
宗
族
の
構
築
に
お
け
る
女
性
祖
先
崇
拝
の

意
義
を
模
索
す
る
。

一
　
広
東
東
北
部
の
客
家
地
域
に
お
け
る 

女
性
祖
先
祭
祀
現
象

　
本
稿
で
い
う
広
東
東
部
の
客
家
地
域
は
、今
日
の
梅
州
市
（
梅
県
、

蕉
嶺
、平
遠
、興
寧
、五
華
、豊
順
、
大
埔
の
七
県
を
管
轄
）
お
よ
び

潮
州
市
の
饒
平
県
な
ど
を
含
ん
で
い
）
1
（

る
。
こ
の
地
理
的
範
囲
は
、
嶺

南
（
広
東
と
広
西
）
に
お
け
る
客
家
の
中
心
地
で
あ
る
。

　
こ
の
エ
リ
ア
の
宗
族
の
間
で
は
、
女
性
祖
先
崇
拝
が
普
遍
的
に
存

在
し
て
い
る
。
一
般
的
に
女
性
祖
先
は
墓
で
祭
祀
さ
れ
る
。
女
性
祖

先
に
は
父
系
の
女
性
祖
先
と
母
系
の
女
性
祖
先
が
あ
る
。
梅
州
客
家

語
で
は
、
父
系
の
女
性
年
配
者
（
曾
祖
母
以
上
の
世
代
の
女
性
）
の

こ
と
を
「
婆
太
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
饒
平
県
な
ど
潮
州
語
の
影
響
を

受
け
た
客
家
地
域
で
は
、「
老
祖
媽
」
と
呼
ぶ
。
本
稿
で
は
、
便
宜

上
、
父
系
の
女
性
祖
先
の
崇
拝
現
象
を
「
婆
太
崇
拝
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
た
い
。
他
方
で
、
母
系
の
女
性
年
配
者
は
、「
外
祖
婆
」（
中
国

北
部
の
言
葉
で
は
「
太
姥
姥
」）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
は
母
系
の

女
性
祖
先
崇
拝
を
「
外
婆
太
崇
拝
」
と
名
づ
け
る
。
以
下
、
筆
者
が

広
東
省
客
家
地
域
に
お
け
る 

女
性
祖
先
崇
拝
と
宗
族
の
形
成
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実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
、
こ
の
二
種
類
の
女
性
祖

先
崇
拝
の
状
況
を
考
察
し
て
い
く
と
し
よ
う
。

　
そ
の
前
に
、
本
稿
が
言
及
す
る
宗
族
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
宗
族
と
は
、
モ
ー
リ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

が
い
う
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ネ
ー
ジ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、「
一
つ
の

集
落
、
ま
た
は
安
定
し
た
集
落
で
住
む
父
系
の
成
員
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
自
律
的
集
団
」
を
指
し
て
い
る
﹇
銭 1999: 105

﹈。広
東
の
東
北

部
で
は
主
に
山
間
の
小
盆
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
人
々
は
そ
こ
に
定

住
し
て
子
孫
を
増
や
し
、
村
落
を
形

成
し
て
き
た
。
広
東
東
北
部
の
客
家

地
域
で
は
宗
族
が
普
遍
的
に
み
ら
れ

る
。
宗
族
の
成
員
は
常
日
頃
か
ら
接

触
し
て
い
る
た
め
、
地
域
性
を
も
つ

集
団
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

㈠
　
婆
太
崇
拝

　
女
性
祖
先
崇
拝
の
多
数
は
、
婆
太

へ
の
信
仰
で
あ
る
。
多
く
は
宗
族
の

「
開
基
伝
説
」
と
か
か
わ
っ
て
い

る
。「
開
基
」
と
は
宗
族
が
あ
る
地

を
切
り
拓
き
定
住
す
る
こ
と
を
い

い
、
そ
れ
を
な
し
た
最
初
の
祖
先
が

「
開
基
祖
」（
以
下
、
開
祖
）
と
呼
ば

れ
）
2
（
る
。
父
系
原
理
の
宗
族
に
お
い
て
多
く
の
開
祖
は
男
性
で
あ
る
。

だ
が
客
家
地
域
で
は
、
女
性
を
開
祖
と
す
る
伝
説
も
少
な
く
な
い
。

し
か
も
、
そ
の
女
性
開
祖
は
、
一
人
で
あ
る
こ
と
も
二
人
│
│
時
と

し
て
姑
と
嫁
│
│
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
梅
州
市
蕉
嶺
県
高
思
郷
に
は
、
湯
氏
を
中
心
と
す
る
集
落
が
あ

る
。
四
方
を
高
い
山
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
中
間
が
低
く
窪
ん
で
い

て
、鍋
型
の
地
形
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
は
「
高
思
一
鍋
）
3
（湯

」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
湯
姓
の
村
落
で
は
、
湯
四
十
七
郎
公
が
族

広東省
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地図１　華南地図（訳者作図）

贛州市

梅州市

五華

蕉嶺

興寧

平遠

河源市

龍岩市

潮州市

掲陽市

梅江区
梅県

大埔

豊順

地図２　梅州地図（訳者作図）
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譜
の
う
え
で
の
一
世
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
湯
氏
の
開
祖
は
何

姓
の
婆
太
で
あ
る
。
口
頭
伝
承
に
よ
る
と
、
何
婆
太
は
、
福
建
省
長

汀
県
か
ら
籠
を
か
つ
い
で
、
二
人
の
息
子
と
高
思
郷
に
や
っ
て
き

た
。
そ
の
長
男
は
五
八
郎
、
次
男
は
五
九
郎
と
い
う
。
後
に
五
八
郎

は
、
六
一
郎
、
六
二
郎
、
六
三
郎
と
い
う
三
名
の
子
供
を
も
う
け

た
。
ま
た
、
五
九
郎
は
六
四
公
、
六
五
公
、
六
六
公
と
い
う
三
名
の

子
供
を
も
う
け
た
。
そ
し
て
次
第
に
子
孫
が
繁
栄
し
て
い
き
、
そ
の

地
に
お
け
る
大
規
模
宗
族
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
何
婆
太
は
、
高
思

郷
の
湯
氏
宗
族

（
以
下
、
高
思
湯

氏
）
の
間
で
最
も

崇
拝
さ
れ
る
祖
先

と
な
っ
た
。

　
他
方
で
、
蕉
嶺

県
同
福
村
の
曽
氏

宗
族
（
以
下
、
同

福
曽
氏
）
は
、
二

人
の
女
性
開
祖
を

崇
拝
し
て
い
る
。

曽
氏
は
同
福
村
最

大
の
宗
族
で
あ

り
、
長
き
に
わ
た

り
「
聶
も
范
も
い

な
け
れ
ば
曽
は
な
か
っ
た
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
同
福
曽
氏

の
間
で
は
、
聶
姓
と
范
姓
の
二
人
の
婆
太
が
一
緒
に
宗
族
を
つ
く
っ

た
、
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
承
と
族
譜
に
よ
れ

ば
、
同
福
曽
氏
の
起
源
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
元
末
・
明
初
に
世
が
乱
れ
た
時
期
、
裕
振
公
が
長
男
・
天
政
と
次

男
・
天
禎
を
も
う
け
た
。
曽
天
政
は
聶
姓
の
女
性
を
妻
と
し
た
。
だ

が
、
ま
も
な
く
曽
天
政
は
戦
争
に
よ
っ
て
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
、
始

祖
・
裕
振
公
も
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
福
建
省
寧
化

県
石
壁
村
（
以
下
、寧
化
石
壁
）
に
住
ん
で
い
た
聶
氏
が
義
父
母
（
裕

振
公
と
そ
の
妻
）
の
遺
骨
を
担
〉
1
〈
ぎ
、
幼
い
弟
で
あ
る
曽
天
禎
を
連
れ

て
広
東
に
移
住
し
た
。
後
に
曽
天
禎
は
范
姓
の
女
性
を
妻
と
し
た
。

聶
氏
と
范
氏
は
、
同
福
曽
氏
の
開
設
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

こ
の
宗
族
の
間
で
広
東
始
祖
と
し
て
奉
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
曽
裕
振

で
あ
る
が
、
こ
の
二
人
の
女
性
祖
先
は
崇
高
な
地
位
を
獲
得
し
て
い

る
。
聶
氏
は
、
鎮
平
県
（
今
の
蕉
嶺
県
）
徐
渓
郷
高
乾
上
坪
の
「
上

仰
睡
人
」（
仰
向
け
に
な
っ
て
寝
て
い
る
人
）
の
形
を
し
た
地
に
埋

葬
さ
れ
、
清
の
康
煕
五
三
年
に
墓
碑
が
修
築
さ
れ
た
。
ま
た
范
氏

は
、
徐
渓
口
に
あ
る
「
桂
樹
蛇
形
」（
木
に
ぶ
ら
さ
が
る
蛇
の
形
）

の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
の
二
人
の
女
性
の
墓
は
、
同
福
曽
氏
の
間

で
は
風
水
宝
地
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
族
全
員
が
主
に
祭

祀
す
る
対
象
と
な
っ
て
い
〉
2
〈
る
。

　
潮
州
市
饒
平
県
上
饒
鎮
苦
竹
排
の
張
氏
宗
族
（
以
下
、
苦
竹
排
張

氏
）
で
は
、
二
人
の
女
性
祖
先
│
│
嫁
と
姑
│
│
へ
の
崇
拝
が
み
ら

写真１　饒平県・苦竹排張氏の女性祖先の墓
（2007年２月筆者撮影）
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れ
る
。
苦
竹
排
張
氏
は
現
地
の
大
型
宗
族
で
族
譜
も
整
っ
て
い
る

が
、
こ
の
一
族
が
主
に
崇
拝
す
る
の
は
女
性
祖
先
の
墓
で
あ
る
。
潮

州
語
の
影
響
を
受
け
、
彼
ら
は
こ
の
二
名
の
女
性
祖
先
を
│
│
客
家

語
の
婆
太
で
は
な
く
│
│
老
祖
媽
と
呼
ぶ
。
姑
で
あ
る
頼
氏
と
嫁
で

あ
る
劉
氏
は
、
同
じ
墓
で
一
緒
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
苦
竹
排
張
氏

の
子
孫
は
こ
の
墓
を
大
々
的
に
祀
っ
て
い
る
。
時
期
的
に
い
う
と
こ

の
墓
は
明
代
の
墓
で
あ
り
、
清
の
雍
正
年
間
に
修
築
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
女
性
祖
先
へ
の
崇
拝
は
歴
史
が
長
く
、
宗
族
に
と
っ

て
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
蕉
嶺
県
潭
峡
里
の
林
姓
、
滸
竹
の
李
姓

の
間
で
も
、
婆
太
信
仰
が
み
ら
れ
る
。
筆
者
が
村
落
部
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
時
、
毎
年
旧
暦
の
八
月
以
降
に
一
族
の
人
々

は
団
体
で
婆
太
の
祭
祀
に
出
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
婆
太
祭
祀
へ
の

寄
付
金
の
知
ら
せ
や
そ
の
関
連
事
項
が
、
赤
い
紙
で
記
さ
れ
る
。

㈡
　
外
婆
太
崇
拝

　
外
婆
太
崇
拝
の
現
象
は
、
我
々
の
理
解
を
さ
ら
に
超
え
て
い
る
。

だ
が
、
筆
者
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
い
く
つ
か
の
事
例

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
蕉
嶺
県
徐
渓
郷
の
鍾
氏

に
よ
る
外
婆
太
│
│
羅
氏
へ
の
崇
拝
で
あ
る
。
鍾
氏
は
、
徐
渓
の
大

型
宗
族
で
あ
り
、
亀
形
と
旗
形
の
二
つ
の
祠
に
属
し
て
居
住
し
て
い

る
。
両
者
は
、
二
つ
の
「
房
」、
さ
ら
に
は
二
つ
の
村
落
を
形
成
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
亀
形
の
鍾
氏
は
、
か
つ
て
最
も
壮
大
な
祭
祀
活

動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
祭
祀
対
象
が
母
方
の
女
性
祖
先
で
あ

る
羅
太
孺
）
4
（人

で
あ
っ
た
。
民
国
期
、
羅
太
孺
人
の
墓
は
水
の
害
に
遭

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
九
四
三
年
、

鍾
氏
の
成
員
は
こ
の
墓
を
再
び
つ
く
り
、
墓
碑
を
刻
ん
だ
。
今
そ
の

墓
碑
は
亀
形
の
祠
に
置
か
れ
て
い
る
。
墓
碑
に
は
、「
外
祖
妣
慈
順

節
寿
羅
太
孺
人
墓
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
人
物
と
碑
の
由

来
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
外
祖
妣
で
あ
る
羅
氏
は
、
明
・
成
化
八
年
八
月
八
日
辰
時
に

生
ま
れ
、
明
・
嘉
靖
三
二
年
六
月
三
日
丑
の
時
に
亡
く
な
っ

た
。
享
年
八
二
歳
で
あ
っ
た
。
嘉
靖
三
二
年
秋
の
吉
日
に
こ
こ

で
埋
葬
し
た
。
風
水
師
・
廖
炳
公
に
依
頼
し
て
扦
点
の
法
を
お

こ
な
っ
）
5
（

た
。

　
寄
付
人
の
氏
名
に
は
「
婿
：
鍾
秀
文
、
外
孫
：
鍾
徐
川
、
鍾
南

田
、
鍾
茂
望
、
鍾
柳
泉
、
鍾
沈
田
」
と
あ
る
。
後
に
民
国
期
に
入
る

と
こ
の
墓
が
改
修
さ
れ
、「
民
国
三
二
年
九
月
一
日
の
卯
の
時
に
着

工
し
、
九
月
二
六
日
の
卯
の
時
に
墓
碑
を
建
て
た
。
墓
の
形
状
と
寸

法
の
吉
凶
判
断
は
み
な
旧
事
の
廖
炳
公
の
や
り
か
た
に
従
い
、
少
し

も
変
更
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
に
記
す
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
説
明
は
、
鍾
氏
宗
族
が
外
祖
婆
の
墓
を
か
な
り
重
視
し
て

お
り
、
当
時
の
親
族
構
造
に
は
今
日
の
父
系
重
視
の
親
族
と
は
別
の

原
理
が
あ
っ
た
こ
と
、
親
族
の
成
員
の
責
務
も
異
な
っ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
例
は
、
蕉
嶺
県
の
徐
氏
宗
族
（
以
下
、
蕉
嶺
徐
氏
）
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に
よ
る
女
性
祖
先
崇
拝
で
あ
る
。
蕉
嶺
徐
氏
は
蕉
嶺
県
城
最
大
の
宗

族
で
あ
る
。
蕉
嶺
県
城
に
は
「
徐
半
城
」（
徐
氏
宗
族
が
半
数
を
占

め
る
県
城
）
と
い
う
言
い
回
し
が
あ
る
。
蕉
嶺
徐
氏
の
始
祖
の
墓

は
、
県
城
か
ら
西
に
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
っ
た
燕
山
に
あ
る
。
そ
の

風
水
の
型
は
「
燕
鳥
伏
梁
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、『
鎮
平
県
誌
』
で

も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
に
は
三
つ
の
墓
が
あ
る
。
徐
氏
宗
族
の

開
祖
（
男
性
）
で
あ
る
徐
探
玄
、
そ
の
妻
で
あ
る
田
氏
、
そ
し
て
田

氏
の
母
で
あ
る
劉
氏
の
墓
で
あ
る
。
劉
氏
は
、
徐
氏
の
外
婆
太
で
あ

り
、
現
地
で
「
外
阿
婆
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
外
婆
太
の
墓
碑

に
は
「
発
祥
劉
孺
人
之
墓
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
出
資
し
て
墓
碑
を

立
て
た
の
が
蕉
嶺
徐
氏
の
三
大
「
房
」
で
あ
る
よ
う
に
、
外
阿
婆
は

こ
の
宗
族
で
一
定
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
外
阿
婆
の
墓
は
他
の
二

基
よ
り
小
さ
い
が
、
祖
先
祭
祀
後
の
線
香
や
紙
の
燃
え
跡
は
開
祖
夫

婦
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
。

　
母
方
の
女
性
祖
先
へ
の
崇
拝
も
客
家
地
域
の
諸
村
落
で
広
く
認
め

ら
れ
る
。

㈢
　
女
性
祖
先
祭
祀
と
そ
の
宗
族
の
維
持

　
女
性
祖
先
崇
拝
が
視
覚
化
さ
れ
る
の
は
、
毎
年
の
「
墓
祭
」（
一
種

の
墓
参
り
。
以
下
、
墓
地
祭
祀
）
で
あ
る
。
墓
地
祭
祀
と
は
、
墓
前

で
祖
先
の
霊
を
祀
る
儀
式
を
指
す
。
中
国
の
墓
地
祭
祀
は
秦
の
時
代

に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
唐
や
宋
の
時
代
に
次
第
に
民
間
へ
と
浸

透
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
明
や
清
の
時
代
で
も
民
間
で
催
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
広
東
東
部
の
客
家
地
域
で
は
、
今
で
も
墓
地

祭
祀
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
女
性
祖
先
祭

祀
は
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
女
性
祖
先
は
、
一
つ
の
墓
の
な

か
に
単
独
で
祀
ら
れ
て
い
る
（
も
し
く
は
他
の
女
性
祖
先
と
一
緒
に

祀
ら
れ
て
い
る
）。
広
東
東
部
で
は
旧
暦
八
月
以
降
に
、
女
性
祖
先

へ
の
祭
祀
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
乾
隆
『
嘉
応

州
）
6
（誌

』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
春
分
、
秋
分
、
冬
至
に
催
し
を
す
る
が
、
清
明
の
墓
地
祭
祀

が
最
も
盛
ん
で
あ
る
。
供
物
を
並
べ
、
墓
の
上
に
紙
銭
を
置

き
、
祭
祀
を
し
、
墓
の
近
く
で
集
ま
っ
て
飲
食
す
る
。
旧
暦
八

月
一
日
は
「
大
清
明
」
と
呼
ば
れ
る
。
清
明
節
に
祀
ら
な
く
て

も
、
大
清
明
は
必
ず
祀
る
。
こ
れ
は
完
全
に
礼
に
合
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
殊
に
祖
先
を
敬
い
一
族
の
和
睦
を
図
る
意

味
が
あ
る
か
ら
、
責
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
〉
3
〈

い
。

　
こ
の
文
章
は
、
墓
地
祭
祀
を
さ
れ
る
祖
先
が
誰
な
の
か
を
説
明
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
日
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
と
、
祭
祀

対
象
で
あ
る
祖
先
に
女
性
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
容
易
に

み
て
と
れ
る
。

　
近
年
、
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
多
く
の
研
究
者
が
、
祖
先
の
墓
を

宗
族
の
一
要
素
と
み
な
し
は
じ
め
て
い
る
﹇
鄭 2009; 

馮 2009; 
王
・
張 2008

﹈。
祖
先
の
墓
が
宗
族
に
及
ぼ
す
意
義
が
、
ま
す
ま
す

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
﹇
馮 2009; 

王
・
張 

2008; 

劉 2018
﹈。
広
東
東
部
に
お
い
て
、
女
性
開
祖
の
墓
地
は
、
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疑
い
な
く
宗
族
の
維
持
に
重
要
な
作
用
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
族
譜

を
み
る
と
、
婆
太
を
祭
祀
す
る
た
め
に
「
嘗
）
7
（会

」
を
設
立
し
た
宗
族

も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
蕉
嶺
県
陂
角
の
頼
氏
（
以
下
、
陂
角
頼

氏
）
を
例
に
と
る
と
、
そ
の
宗
族
が
祀
っ
て
い
る
女
性
祖
先
は
顔
姓

の
婆
太
で
あ
る
。
清
末
・
光
緒
年
間
の
族
譜
編
纂
に
あ
た
り
、「
顔

婆
太
の
嘗
が
銀
二
四
元
を
内
助
し
た
」
こ
と
が
書
か
れ
て
い
〉
4
〈

る
。
こ

の
こ
と
は
、
当
時
の
陂
角
頼
氏
が
顔
氏
婆
太
の
専
用
の
「
嘗
会
」
を

設
け
て
お
り
、
そ
の
祭
祀
が
宗
族
の
維
持
に
重
要
な
働
き
を
し
て
き

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
饒
平
県
の
頼
氏
（
以
下
、
饒
平
頼
氏
）
が
祀
る
女
性
祖
先
の
墓

も
、
宗
族
を
維
持
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
墓
に
は
、
張
姓

の
姑
と
劉
姓
の
嫁
が
一
緒
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
墓
碑
で
は
、
雍
正

八
年
（
一
七
三
〇
）
に
修
築
さ
れ
た
と
あ
り
、
右
側
に
は
「
子
孫
□

記
」、
左
側
に
は
「
□
□
五
房
祀
立
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
文
字
は

見
え
に
く
い
が
、
こ
の
墓
が
明
朝
期
に
建
て
ら
れ
、
清
・
雍
正
年
間

に
修
築
さ
れ
た
時
、
五
つ
の
「
房
」
の
子
孫
が
参
与
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
が
説
明
し
て
い
る
の
は
、
宗
族
の
凝
縮
力
を

強
め
る
と
い
う
目
的
に
よ
り
、
明
代
に
は
二
名
の
女
性
祖
先
が
同
じ

墓
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
蕉
嶺
徐
氏
の
外
婆

太
・
劉
氏
の
墓
も
、
三
つ
の
「
房
」
が
共
同
で
出
資
し
て
建
て
て
い

る
。
女
性
祖
先
の
墓
地
は
、
宗
族
が
協
力
し
団
結
す
る
紐
帯
と
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
女
性
祖
先
に
対
す
る
祭
祀
活
動
は
、
多
く
が
明
代
と
い

う
早
い
時
期
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
広
東
東
部
の
民
間

社
会
で
は
、
宗
族
制
度
が
ま
だ
完
全
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
饒

平
頼
氏
が
宗
族
を
維
持
す
る
や
り
か
た
は
、
後
世
の
そ
れ
の
よ
う
に

ま
だ
文
字
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
墓
地
祭
祀
が
そ
の
主
要
な
方
式
と

な
っ
て
い
た
。

　
墓
地
祭
祀
の
対
象
が
男
性
で
あ
ろ
う
と
女
性
で
あ
ろ
う
と
、
機
能

は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
女
性
祖
先
の
墓
碑
を
み
る

と
、
後
世
の
墓
碑
や
族
譜
に
は
な
い
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
第
一
に
、
女
性
祖
先
の
墓
碑
に
は
基
本
的
に
何
代
目
の

祖
先
で
あ
る
の
か
、
世
代
数
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
後

世
の
族
譜
で
宗
族
の
系
譜
が
完
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
明
ら
か
に
異

な
る
。
第
二
に
、
彼
女
ら
の
夫
が
誰
な
の
か
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
早
期
の
宗
族
社
会
で
は
、
系
譜
が
重
視
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
顕
著
に
表
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
個
々
の

人
物
が
宗
族
に
及
ぼ
す
作
用
の
方
が
重
要
で
あ
り
、
後
世
の
族
譜
の

よ
う
に
系
譜
を
つ
く
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
な
い
。
女
性
祖
先
を
め

ぐ
る
情
報
は
口
頭
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
た
め
、
時
が
経
つ
に
つ
れ

て
、
そ
の
情
報
は
不
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
族

譜
を
編
纂
す
る
と
き
、
女
性
祖
先
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
問

題
が
生
じ
た
。
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二
　
女
性
開
祖
を
い
か
に
族
譜
に
入
れ
る
か

　
宗
族
が
広
ま
る
に
つ
れ
、
族
譜
の
編
纂
も
そ
の
文
化
実
践
の
一
つ

と
な
っ
た
。
族
譜
の
編
纂
は
、
宗
族
の
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
字
に
よ
っ
て
、
宗
族
の
成
員
の
系
譜
を
つ

く
り
あ
げ
る
か
ら
で
あ
る
。『
爾
雅
』
釈
）
8
（親

と
い
う
経
典
は
、「
父
の

系
統
を
宗
族
と
な
す
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
銭
杭
は
、「
中

国
の
宗
族
は
父
系
の
系
譜
集
団
で
あ
る
」﹇
銭 2009: 6 7

﹈
と
定
義

し
て
い
る
。
こ
れ
は
宗
族
の
一
つ
の
重
要
な
出
発
点
で
あ
り
、
族
譜

の
編
纂
に
あ
た
り
厳
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
原
則
で
あ
る
。
具
体
的

に
言
う
と
、
族
譜
で
記
載
さ
れ
る
宗
族
の
開
祖
は
男
性
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
男
性
を
起
点
と
し
て
系
譜
が
確
定
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、

長
き
に
わ
た
り
女
性
祖
先
の
系
譜
を
辿
っ
て
き
た
宗
族
は
、
族
譜
の

編
纂
に
あ
た
っ
て
女
性
の
開
祖
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
問
題

に
直
面
し
た
。

　
族
譜
の
編
纂
は
、
一
族
が
繁
栄
し
た
後
、
一
族
の
文
人
に
よ
っ
て

着
手
さ
れ
る
。
瀬
川
昌
久
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
族
譜
の
編
纂
は
過

去
に
遡
及
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
﹇
瀬
川 1999: 4

﹈。
こ
の
遡
及
的

な
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
最
も
重
要
で
あ
る
の
は
男
性
の
開
祖
を
定

め
系
譜
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
女
性
祖
先
の
墓

に
は
世
代
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
誰
が
夫
で
あ
る
か
も
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。
先
述
し
た
饒
平
頼
氏
や
蕉
嶺
徐
氏
も
そ
の
例
に
漏
れ
な

い
。
墓
碑
に
は
こ
れ
ら
が
明
代
の
墓
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
世
代
が
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
誰
が
夫
で
あ
る
か
も
書
か

れ
て
い
な
い
。
文
字
の
伝
統
（
儒
学
の
論
理
）
が
民
間
に
入
っ
た
後

で
、
宗
族
の
父
系
秩
序
が
新
た
に
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
族
譜
の

編
纂
過
程
に
お
い
て
、
女
性
祖
先
は
次
の
い
く
つ
か
の
方
法
で
位
置

づ
け
ら
れ
た
。

㈠
　
婆
太
を
一
世
祖
の
妻
と
す
る

　
明
ら
か
に
開
祖
が
女
性
祖
先
で
あ
る
宗
族
の
間
で
は
、
一
般
的

に
、
彼
女
を
あ
る
虚
構
の
男
性
の
妻
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
男
性

を
族
譜
上
の
一
世
祖
と
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
宗
族
の
系
譜
と

う
ま
く
接
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
女
性
祖
先
は
、
族
譜
や

祖
先
の
位
牌
で
一
世
祖
の
「
孺
人
」（
妻
）
と
し
て
記
入
さ
れ
る
。

高
思
湯
氏
の
族
譜
は
、
こ
の
や
り
か
た
で
何
婆
太
を
扱
っ
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
中
山
湯
氏
瓜
瓞
族
譜
』
で
は
、
湯

四
十
七
郎
を
鎮
平
（
蕉
嶺
）
の
開
祖
と
し
、
何
婆
太
を
そ
の
妻
と
し

て
い
る
。
族
譜
の
描
写
で
は
、
四
十
七
郎
が
主
役
、
何
婆
太
が
脇
役

と
な
っ
て
い
る
。

　
湯
四
十
七
郎
は
虚
構
の
人
物
で
あ
る
た
め
、
彼
の
墓
は
存
在
し
な

い
。
だ
か
ら
、
こ
の
事
実
を
う
ま
く
隠
す
た
め
に
、
族
譜
で
は
、
四

十
七
郎
が
福
建
省
の
寧
化
石
）
9
（壁

に
居
住
し
た
ま
ま
で
、
何
婆
太
と
と

も
に
蕉
嶺
県
へ
移
住
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
口
頭
伝
承

と
異
な
り
、
族
譜
で
は
四
十
七
郎
公
と
何
婆
太
の
間
に
四
人
の
子
供
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が
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
長
男
と
湯
四
十
七
郎
公
は

何
婆
太
と
一
緒
に
高
思
へ
行
か
な
か
っ
た
。
五
三
郎
、
五
八
郎
、
五

九
郎
の
三
人
の
弟
が
何
に
つ
い
て
い
っ
た
。
だ
が
、
後
に
父
と
長
男

を
思
い
、
五
三
郎
は
故
郷
の
寧
化
石
壁
へ
行
き
、
結
局
戻
っ
て
こ
な

か
っ
〉
5
〈

た
。
こ
こ
で
父
や
兄
を
尋
ね
る
と
い
う
描
写
は
、
明
ら
か
に
孝

道
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
開
祖
で
あ
る
宗
族
に

と
っ
て
、
族
譜
の
編
纂
は
、
男
性
祖
先
を
宗
族
創
設
の
物
語
に
加
え

る
「
合
理
的
な
」
過
程
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
族
の
叙
述

を
通
し
て
、
系
譜
関
係
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
の
だ
。
伝
統
的
な
族

譜
の
内
容
と
異
な
り
、
こ
の
族
譜
で
は
客
家
が
中
原
か
ら
南
遷
す
る

歴
史
を
さ
ら
に
加
え
て
お
り
、
湯
氏
の
祖
先
を
そ
こ
に
位
置
づ
け
て

い
る
。

　
同
福
曽
氏
も
、
類
似
の
方
法
で
女
性
祖
先
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
こ
の
曽
氏
も
、
族
譜
の
う
え
で
は
祖
先
が
寧
化
石
壁
よ
り
移
住
し

て
い
る
。『
曽
氏
族
修
族
譜
』
に
よ
る
と
、
曽
氏
の
開
祖
は
裕
振
公

に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
裕
振
公
が
死
去
し
た
後
、
そ
の
子
で

あ
る
十
六
郎
（
天
禎
）
と
そ
の
兄
嫁
で
あ
る
聶
氏
（
天
秩
の
妻
）
が

父
の
遺
骨
を
持
っ
て
広
東
に
移
住
し
、
こ
こ
で
定
住
し
た
。
十
六
郎

の
兄
・
天
秩
は
寧
化
県
で
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
妻
・
聶
氏
と

の
間
に
四
人
の
息
子
を
も
う
け
て
い
た
。
天
禎
公
自
身
も
范
氏
を
妻

と
し
、
伯
五
郎
と
い
う
名
の
子
供
を
も
う
け
た
。
同
福
曽
氏
は
伯
五

郎
を
祖
先
と
す
る
こ
と
で
、
聶
氏
と
范
氏
を
族
譜
に
入
れ
た
。

　
天
秩
公
の
墓
が
な
い
と
い
う
不
自
然
さ
を
ご
ま
か
す
た
め
に
、
族

譜
で
は
、「
天
秩
公
は
移
住
し
な
か
っ
た
た
め
、
汀
州
府
寧
化
県
石

壁
村
で
葬
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
天
秩
、
天
禎
と
そ
の
子
・

伯
五
郎
と
関
係
づ
け
る
こ
と
で
、
二
名
の
女
性
を
系
譜
に
入
れ
、
父

系
原
理
の
族
譜
の
要
求
に
反
し
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
同
福

曽
氏
で
崇
拝
さ
れ
て
い
る
二
名
の
女
性
祖
先
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で

合
理
的
に
父
系
の
系
譜
へ
と
組
み
込
ま
れ
た
。

㈡
　
女
性
祖
先
へ
の
墓
地
祭
祀
を
廃
し
別
の
系
譜
を
つ
く
る

　
前
述
の
二
つ
の
事
例
は
、
文
字
の
う
え
で
手
を
加
え
る
こ
と
で
、

女
性
祖
先
を
父
系
の
系
譜
へ
と
組
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、

族
譜
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
女
性
祖
先
を
廃
し
、
別
の
系
譜
を
つ
く
っ

た
宗
族
も
い
る
。
苦
竹
排
張
氏
が
そ
の
例
に
該
当
す
る
。
苦
竹
排
張

氏
は
、
族
譜
の
う
え
で
「
肇
基
公
」
と
い
う
虚
構
の
開
祖
を
つ
く
り

あ
げ
た
。
広
東
東
部
で
は
、
族
譜
編
纂
時
に
誰
が
開
祖
か
分
か
ら
な

い
と
き
、
み
な
「
肇
基
公
」
と
名
づ
け
る
。
こ
れ
は
広
東
東
部
の
一

般
的
な
や
り
方
で
あ
る
。「
肇
」
と
は
始
ま
り
を
意
味
し
て
お
り
、

宗
族
の
開
祖
（
開
基
祖
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
肇
基
公
と
呼

ぶ
。「
肇
基
公
」
が
虚
構
だ
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
根
拠
に
基
づ

く
。
こ
う
し
た
虚
構
の
男
性
始
祖
を
も
う
け
る
こ
と
で
、
形
式
上
、

男
性
を
起
点
と
す
る
別
の
系
譜
を
つ
く
り
あ
げ
る
。
民
国
期
に
書
か

れ
た
張
氏
の
族
譜
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
始
祖
・
肇
基
公
と
そ
の
妻
（
不
明
）
は
、
四
人
の
子
供
を
も
う

け
た
。
武
石
郷
田
洋
で
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
毎
月
旧
暦
三
月
三
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日
に
墓
地
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
〉
6
〈
る
。

　
こ
の
記
載
で
は
、
埋
葬
地
と
墓
地
祭
祀
の
時
間
が
明
確
に
記
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
苦
竹
排
張
氏
の
成
員
は
、
族
譜
に
記
載
さ
れ
た
地

点
に
は
肇
基
公
の
墓
が
な
い
と
語
る
。
彼
ら
は
あ
ち
こ
ち
で
肇
基
公

の
墓
を
探
し
た
が
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
。
だ
が

客
観
的
に
み
れ
ば
、
こ
の
結
果
は
少
し
も
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な

い
。
肇
基
公
そ
の
も
の
が
、
虚
構
の
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
全
て
の
成
員
が
墓
地
祭
祀
の
対
象
と

す
る
婆
太
が
、
族
譜
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
系

譜
の
も
う
一
つ
の
族
譜
で
あ
る
二
房
・
康
濱
公
系
統
の
『
張
氏
族

譜
』
に
よ
る
と
、
盛
徳
公
が
肇
基
公
に
相
当
す
る
開
祖
で
あ
る
。
盛

徳
公
の
墓
は
饒
平
県
上
饒
に
あ
り
、
遺
骨
が
埋
め
ら
れ
、
墓
碑
に

「
世
祖
肇
基
張
公
」
と
刻
ま
れ
、
そ
の
妻
は
羅
氏
と
劉
氏
で
あ
る
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
祭
祀
の
対
象
で
あ
る
女
性
祖
先

は
、
墓
碑
で
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
頼
氏
と
そ
の
嫁
・
劉
氏
で
あ

る
。
族
譜
で
記
載
さ
れ
る
女
性
と
は
別
人
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
が

日
頃
か
ら
崇
拝
す
る
女
性
祖
先
を
族
譜
に
入
れ
て
い
な
い
の
は
、
系

譜
関
係
が
不
明
確
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
た

め
、
族
譜
の
ど
こ
に
入
れ
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
の
だ
。

　
陂
角
頼
氏
の
状
況
も
似
て
い
る
。『
貴
賢
公
頼
氏
族
譜
』（
一
九
九

六
年
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
貴
賢
公
は
元
朝
期
に
福
建
省
武
平
県
象

洞
鎮
東
崗
寨
か
ら
広
東
に
入
り
、
現
在
の
蕉
嶺
県
陂
角
で
定
住
し

た
。
子
孫
は
彼
を
開
祖
と
し
て
敬
意
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
系
譜
で

は
、
顔
姓
の
婆
太
が
見
当
た
ら
な
い
。
族
譜
の
編
纂
過
程
で
こ
の
婆

太
は
姿
を
消
し
て
お
り
、
新
た
な
父
系
中
心
の
系
譜
が
つ
く
ら
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
顔
姓
の
婆
太
が
ど
の
男
性
祖
先

の
妻
で
あ
る
の
か
確
定
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

㈢
　
墓
地
祭
祀
で
も
っ
て
宗
族
の
系
譜
を
確
立
す
る 

│
│
蕉
嶺
徐
氏
の
方
法

　
現
実
的
に
、
女
性
祖
先
崇
拝
の
問
題
を
「
完
璧
に
」
処
置
し
よ
う

と
す
る
宗
族
は
、
族
譜
編
纂
の
時
、
前
述
の
よ
う
な
き
ま
り
の
悪
い

や
り
か
た
を
し
な
い
。
例
え
ば
、
す
で
に
述
べ
た
蕉
嶺
徐
氏
は
、
開

祖
・
徐
探
玄
、
そ
の
妻
・
田
氏
と
と
も
に
、
田
氏
の
母
・
劉
氏
を
個

別
の
墓
で
祀
っ
て
い
る
。
今
で
こ
そ
探
玄
公
と
そ
の
妻
の
墓
が

「
主
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
蕉
嶺
徐
氏
が
長
い
間
信
仰
し
て
き

た
の
は
、
外
婆
太
で
あ
る
劉
氏
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
信

仰
が
現
在
に
ま
で
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
蕉
嶺
徐
氏
は
特

別
な
や
り
か
た
で
、
こ
の
外
婆
太
を
系
譜
に
組
み
込
ん
で
き
た
。
蕉

嶺
県
城
に
お
け
る
大
型
宗
族
で
あ
り
、
早
く
か
ら
儒
教
に
よ
る
教
化

も
受
け
て
き
た
。
だ
か
ら
、
一
族
の
知
識
人
は
、
早
く
も
明
代
に
は

自
己
の
宗
族
の
系
譜
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
ま
だ
当
時
は
、
墓
地
祭
祀

だ
け
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
）
10
（

た
。
そ
こ
で
、
一
族
の
士
大
夫
で
あ
る
三

世
・
徐
応
時
は
、
墓
地
祭
祀
に
配
慮
し
つ
つ
自
己
の
系
譜
を
作
成
し

た
の
で
あ
る
。

　
徐
応
時
は
、
明
の
洪
武
二
四
年
（
一
三
九
一
）
に
生
ま
れ
、
成
化
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五
年
（
一
四
六
九
）
に
亡
く
な
っ
た
。
徐
氏
の
間
で
は
、
彼
が
生
き

た
時
代
よ
り
前
に
墓
地
祭
祀
が
す
で
に
あ
り
、
外
婆
太
へ
の
祭
祀
も

含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
徐
応
時
は
、
亡
く
な
っ
た
年
に

『
燕
山
墓
祭
序
』
を
著
し
、
一
族
の
墓
地
祭
祀
の
規
範
を
定
め
た
。

『
燕
山
墓
祭
』
で
は
探
玄
公
が
開
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
父

系
に
基
づ
く
宗
族
の
原
理
と
序
列
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
宗
族

を
形
成
す
る
礎
と
な
っ
て
い
る
。

　
徐
応
時
は
、
儒
教
の
教
育
を
受
け
た
人
物
で
あ
り
、
徐
氏
が
女
性

の
祖
先
を
祀
っ
て
い
る
こ
と
が
「
礼
」
に
合
わ
な
い
こ
と
を
知
っ
て

い
た
。
だ
か
ら
、
彼
は
、
探
玄
公
を
開
祖
と
し
て
祀
る
こ
と
で
、
蕉

嶺
徐
氏
が
父
系
の
原
理
に
則
っ
て
墓
地
祭
祀
を
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
。
そ
の
う
え
で
、
外
太
婆
で
あ
る
劉
氏
に
つ
い
て
、『
燕
山
墓

祭
序
』
で
次
の
一
文
を
付
け
加
え
た
。

　
　
徐
氏
の
外
祖
妣
で
あ
る
劉
孺
人
の
墓
は
燕
山
の
東
向
き
に
あ

る
。
始
祖
の
妻
の
墓
の
左
で
あ
る
。
清
明
節
の
時
に
墓
参
り
を

お
こ
な
う
。

　
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
儒
教
の
知
識
人
が
地
域
に
根
ざ
す
伝
統
文
化

に
配
慮
し
た
、
一
種
の
妥
協
で
あ
る
。
し
か
し
、
族
譜
の
編
纂
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
の
外
婆
太
の
姿
は
全
く
現
れ
て
こ
な
い
。
今
日
で
も

外
婆
太
へ
の
徐
氏
の
崇
拝
は
、
墓
地
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、

族
譜
に
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
に
み
る
よ
う
に
、
女
性
祖
先
の
墓
は
か
な
り
時
が
経
っ
て
い

る
た
め
、
し
ば
し
ば
系
譜
が
分
か
ら
ず
、
親
族
関
係
も
明
ら
か
で
は

な
い
。
だ
か
ら
、
族
譜
を
編
纂
す
る
時
、
い
か
に
彼
女
た
ち
を
系
譜

に
組
み
込
む
か
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
我
々
は
、
昔
の
人
が
族
譜

に
手
を
加
え
た
結
果
を
知
っ
て
い
る
が
、
い
か
に
手
を
加
え
た
か
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
考
察
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
　
女
性
祖
先
は
い
か
に
祠
堂
で
祀
ら
れ
る
か

　
女
性
を
族
譜
の
系
譜
に
入
れ
る
こ
と
は
、
彼
女
を
宗
族
の
序
列
に

組
み
込
む
第
一
歩
と
な
る
。
さ
ら
に
族
譜
に
基
づ
き
彼
女
の
位
牌
を

祠
堂
で
祀
る
こ
と
に
よ
り
、
正
式
に
宗
族
の
一
員
と
な
る
。
フ
リ
ー

ド
マ
ン
は
、
族
譜
は
系
譜
関
係
の
発
展
と
構
造
に
影
響
し
、
世
代
間

関
係
の
憲
章
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
﹇
銭 2000: 75

﹈。
だ
か
ら
、

族
譜
と
い
う
憲
章
に
基
づ
く
こ
と
で
、
祠
堂
に
は
祖
先
の
位
牌
が
祀

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
た
と
え
女
性
祖
先
が
族
譜
に
記
載
さ
れ
て
い
て

も
、
彼
女
は
祠
堂
で
祀
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
一
般
的
に
、
族
譜
、
族
産
、
祠
堂
は
宗
族
の
三
大
要
素
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ら
は
同
時
に
出
現
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
比
較
す

る
と
、
族
譜
の
編
纂
が
比
較
的
早
く
表
れ
る
。
祠
堂
を
建
設
す
る
た

め
に
は
費
用
が
か
か
る
の
で
、往
々
に
し
て
族
譜
よ
り
出
現
が
遅
い
。

　
広
東
東
北
部
の
客
家
地
域
で
は
、
祠
堂
と
民
居
が
一
体
に
な
っ
て

い
る
。現
地
の
人
々
は
こ
れ
を
「
屋
」
と
呼
ぶ
。
そ
こ
に
は
祖
先
を
祀

る
空
間
（
主
に
大
堂
と
そ
の
後
ろ
の
化
胎
）
と
子
孫
が
日
頃
か
ら
生
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活
を
営
む
住
居
が
あ
）
11
（
る
。

そ
れ
は
集
合
住
宅
で
あ
る

と
同
時
に
小
さ
な
集
落
で

も
あ
る
。
現
地
で
は
そ
の

数
は
か
な
り
多
い
。
い
ま

も
広
東
東
北
部
の
祠
堂
で

は
祖
先
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
建
設
者
は
そ
れ

ら
の
祖
先
の
子
孫
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
祠
堂
に
は

歴
代
の
祖
先
の
位
牌
が
祀

ら
れ
て
い
る
が
、
特
定
の

祖
先
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
祖
先
を
「
抱
香

炉
」
の
祖
先
と
い
う
。
そ

の
他
の
祖
先
の
位
牌
は
、

昭
穆
秩
序
に
従
っ
て
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
祠
堂
の
周

囲
に
あ
る
各
部
屋
は
、
そ

の
「
屋
」
の
建
設
に
出
資

を
し
た
世
帯
に
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
実
際
の
と
こ
ろ
、

写真２　梅州市南口鎮の囲龍屋。「屋」の一形態である
（2011年５月筆者撮影）

写真３　宗族の祠堂。奥に祖先の位牌が置かれる
（2017年２月豊順県黄花村にて筆者撮影）
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多
く
の
祠
堂
は
あ
る
特
定
の
祖
先
を
祀
る
分
祠
で
あ
り
、
総
祠
（
ま

た
は
宗
祠
）
が
必
ず
し
も
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
般
的
に
、
族
譜

で
記
載
さ
れ
る
女
性
祖
先
は
多
く
が
開
祖
の
妻
で
あ
る
。
た
だ
し
、

開
祖
や
始
祖
を
祀
る
宗
祠
は
、
分
祠
よ
り
建
設
さ
れ
る
時
期
が
遅

く
、
建
設
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
開
祖
や
始
祖
は
祠
堂
を
建
設
す

る
以
前
、
墓
で
祀
ら
れ
て
き
た
。
だ
か
ら
、
開
祖
の
妻
で
あ
る
婆
太

は
、
普
通
、
祠
堂
で
は
祀
ら
れ
て
い
な
い
。
開
祖
の
祠
堂
が
建
て
ら

れ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
妻
で
あ
る
女
性
祖
先
も
祠
堂
に
あ
が
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
高
思
湯
氏
を
例
に
と
る
と
、
族
譜
の
な
か
で
女
性
開
祖
で
あ
る
何

氏
婆
太
は
一
世
祖
・
四
十
七
郎
公
の
配
偶
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
湯
氏
の
宗
祠
が
建
て
ら
れ
た
後
に
四
十
七
郎
公
を

祀
り
、
そ
の
何
氏
婆
太
を
そ
の
配
偶
者
の
身
分
で
祀
る
こ
と
に
し

た
。
そ
の
位
牌
に
は
「
開
基
祖
考
四
十
七
郎
湯
公
／
妣
湯
母
何
大
孺

人
神
位
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
女
性
の
開
祖
を
父

系
の
系
譜
に
組
み
込
ん
で
き
た
。

　
た
だ
し
、
多
く
の
場
合
、
開
祖
の
妻
は
、
そ
も
そ
も
宗
祠
が
な
い

た
め
、
族
譜
に
名
が
書
か
れ
て
い
て
も
祠
堂
で
祭
祀
さ
れ
て
い
な

い
。
例
え
ば
、
同
福
曽
氏
は
、
聶
姓
と
范
姓
の
二
人
の
女
性
祖
先
を

開
祖
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
祠
堂
が
な
い
た
め
、
墓
地
で
の
み

祭
祀
さ
れ
て
い
る
。

　
客
家
地
域
で
宗
祠
の
出
現
が
分
祠
よ
り
も
遅
い
要
因
と
し
て
、
そ

の
居
住
環
境
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
、「
屋
」
で
は
住
居
と

祠
堂
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
祠
堂
は
居
住
者
の
祖
先
を
祀

る
分
祠
で
あ
る
。
ま
ず
住
居
を
つ
く
っ
て
そ
こ
に
分
祠
を
附
設
し
、

後
に
何
か
し
ら
の
機
会
が
あ
っ
た
と
き
宗
族
全
体
の
宗
祠
を
建
て

る
。
ま
た
、
祠
堂
を
建
て
る
た
め
に
は
一
定
の
費
用
が
必
要
で
あ

り
、
一
族
の
エ
リ
ー
ト
が
そ
れ
を
と
り
し
き
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
し
た
条
件
が
整
え
ば
宗
祠
は
建
て
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

村
落
に
宗
祠
が
存
在
し
な
い
ま
ま
に
な
る
。

　
清
朝
末
期
に
は
教
育
が
盛
ん
に
な
り
、
各
宗
族
が
次
々
と
私
塾
を

設
立
し
た
。
宗
族
に
は
教
え
る
場
所
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く

は
祠
堂
を
学
校
と
し
た
。
宗
族
に
よ
っ
て
は
全
て
の
成
員
を
教
え
る

公
共
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
必
要
性
に
応

じ
、
学
校
建
設
の
名
義
で
宗
祠
を
建
て
た
。
そ
れ
に
よ
り
祠
堂
で
の

祭
祀
も
実
現
し
た
。

　
梅
県
瑶
上
郷
の
丘
氏
は
村
の
東
西
に
一
族
が
分
か
れ
て
住
ん
で
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
東
房
、
西
房
と
い
う
。
毎
年
、
宗
族
の
成
員
は
、
彼

ら
の
共
同
の
開
祖
で
あ
る
謝
氏
婆
太
の
墓
を
祭
祀
す
る
。
こ
の
二
つ

の
房
に
は
共
同
で
祀
る
女
性
祖
先
の
墓
は
あ
る
が
、
共
同
の
祠
堂
が

な
く
、
墓
地
祭
祀
の
日
も
異
な
っ
て
い
た
。
科
挙
が
ま
だ
あ
っ
た
時

代
、
東
西
の
各
房
に
は
私
塾
の
建
物
が
あ
り
、
各
房
の
子
弟
は
別
々

に
学
ん
で
い
た
。
一
九
〇
五
年
に
科
挙
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
各
地
で

新
式
の
学
校
が
次
々
と
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
丘

一
族
の
丘
象
坤
ら
が
一
族
子
弟
を
合
同
で
教
育
す
る
旨
を
提
唱
し
た

の
で
、
両
房
は
そ
れ
に
つ
い
て
協
議
し
、
祠
堂
を
建
て
そ
こ
で
新
式
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の
教
育
を
お
こ
な
っ
た
。
彼
ら
の
族
譜
で
は
、
念
二
郎
を
一
世
祖
と

し
て
奉
じ
て
い
た
の
で
、
祠
堂
を
建
て
念
二
郎
を
祀
っ
た
。
同
時
に

謝
氏
婆
太
も
彼
の
妻
と
し
て
祠
堂
で
祀
り
、
祭
祀
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
祠
堂
の
部
屋
と
外
の
空
地
は
、
一
族
の
学
校
用
に
使
わ
れ
て
い

る
﹇
丘 1978
﹈。
念
二
郎
祠
は
一
九
一
一
年
に
完
成
し
た
。
現
地
の

習
俗
に
基
づ
き
、
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
の
旧
正
月
の
子
の
刻
に

位
牌
を
祠
堂
に
入
れ
る
儀
式
を
お
こ
な
い
、
婆
太
を
含
む
歴
代
祖
先

の
位
牌
を
祠
堂
の
神
龕
（
位
牌
を
置
く
棚
）
に
安
置
し
た
。

　
丘
氏
宗
族
は
こ
う
し
た
や
り
方
で
、
学
校
を
設
立
す
る
と
と
も

に
、
宗
族
の
新
た
な
整
合
と
強
化
を
試
み
た
。
祠
堂
が
建
設
さ
れ
た

こ
と
で
、
そ
こ
で
男
性
の
祖
先
を
中
心
と
す
る
祭
祀
活
動
も
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
墓
地
で
催
さ
れ
て
き
た
謝
氏
婆
太
へ
の
祭
祀

は
、
念
二
郎
の
祠
堂
で
も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
祠
堂
に

置
か
れ
る
こ
の
女
性
祖
先
の
位
牌
は
「
瑶
上
開
基
謚
創
裕
念
二
公
妣

淑
襄
謝
太
孺
人
之
神
位
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
丘
氏
は
春
節

の
一
日
目
に
念
二
郎
祠
で
祭
祀
活
動
を
催
し
、
一
二
日
目
に
謝
氏
婆

太
の
墓
地
に
行
っ
て
参
拝
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
広
東
東
部
の
客
家
地

域
に
お
い
て
、
女
性
祖
先
が
必
ず
祠
堂
で
祀
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
必
然
で
は
な
く
偶
然
の
結
果
で
あ

る
。
祠
堂
の
建
設
や
修
築
は
し
ば
し
ば
現
実
の
生
活
と
密
接
で
あ

り
、
族
譜
と
い
う
「
憲
章
」
が
あ
る
か
ら
必
ず
そ
れ
が
な
さ
れ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
男
性
の
序
列
に
基
づ
く
祖
先
崇
拝
が
作
成
さ
れ
た
後
、
女
性
の
開

祖
は
、
儒
家
の
手
に
よ
り
男
性
の
付
属
の
身
分
と
し
て
祠
堂
で
祀
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
女
性
祖
先
を
祀
る
と
い
う
現
象
そ
の
も
の
が
、

儒
教
の
礼
法
に
合
わ
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
操
作
は
広
東

の
他
の
地
域
に
も
あ
る
﹇
劉 2

）
12
（

001

﹈。

　
婆
太
が
祠
堂
で
祭
祀
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
さ
ら
に
新
た
な

変
化
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
梅
県
丙
村
に
あ
る
仁
温
公
祠
の
斎

婆
太
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
彼
女
は
、
族
譜
の
う
え
で
は
第
一
一

世
の
妻
で
あ
る
が
、
祠
堂
で
は
第
二
世
の
妻
と
し
て
位
牌
が
並
べ
ら

れ
、
し
か
も
主
要
な
祭
祀
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
位
牌
に
は

「
二
世
祖
考
冠
帯
太
賓
斯
洄
仁
厚
稽
寿
曽
川
温
公
／
妣
粛
慈
稀
寿
温

母
楊
孺
人
之
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
神
龕
に
は
三
世
祖
か
ら

九
世
祖
の
位
牌
が
な
く
、
そ
の
後
は
一
〇
世
祖
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
祀
ら
れ
て
い
る
祖
先
の
位
牌
は
、
族
譜
の
規
定
を
完
全
に
遵

守
す
る
こ
と
な
く
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
楊
姓
の

斎
婆
太
は
、
特
別
に
招
か
れ
て
祠
堂
で
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

宗
族
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
確
か
に
族
譜
は
一
つ
の
「
憲
章
」
と
な

る
が
、
子
孫
の
記
憶
と
異
な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
、
彼
女
は
、
族
譜
の
記
載
に
従
っ
て
つ
く
ら
れ
た
祖
先

で
は
な
い
。

　
以
上
、
族
譜
に
従
い
祠
堂
が
つ
く
ら
れ
る
時
、
女
性
祖
先
に
は
何

か
し
ら
の
手
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
過
程
の
な
か
で
、
女
性
の
開
祖

は
一
般
的
に
本
来
の
役
割
を
失
い
、
そ
の
地
位
が
弱
ま
っ
て
し
ま
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う
。
た
だ
し
、
全
て
の
女
性
が
祠
堂
で
祀
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

主
要
な
祭
祀
対
象
と
し
て
祀
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
若
干
あ
る
。

四
　
女
性
祖
先
崇
拝
現
象
の
社
会
文
化
的
環
境

　
広
東
東
部
で
女
性
祖
先
が
祀
ら
れ
る
こ
う
し
た
習
俗
は
、
そ
の
文

化
的
環
境
と
無
関
係
で
は
な
い
。
客
家
女
性
は
働
き
者
で
知
ら
れ
て

お
り
、
社
会
生
活
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
客
家

文
化
論
に
お
い
て
女
性
は
不
可
欠
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
た
め
、
こ
の

方
面
の
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
で
は
、
客
家
女
性
の
ど
の
よ
う

な
側
面
が
、
女
性
祖
先
崇
拝
な
る
現
象
を
生
み
出
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
族
譜
か
ら
、
女
性
祖
先
の
一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈠
　
開
拓
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
客
家
女
性

　
こ
こ
で
重
点
的
に
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
開
拓
・
定

住
の
過
程
に
お
い
て
女
性
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
明
朝
末
期
か
ら
清
朝
初
期
に
か
け
て
、
広
東
東
北
部
は
人
口
移

住
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
、
そ

し
て
内
陸
の
四
川
省
、
江
西
省
な
ど
各
省
へ
と
移
住
し
て
い
き
、
そ

の
地
を
開
拓
し
、
人
口
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
外
へ
の
移

住
・
開
拓
は
、
部
分
的
に
は
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
進

め
ら
れ
て
い
た
。
特
に
四
川
省
へ
移
住
す
る
際
の
女
性
の
役
割
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
長
楽
県
黄
龍
約
（
今
の
五
華
県
転
水
鎮
）
の
鍾
姓
の
家

族
は
、
康
煕
年
間
以
降
に
四
川
省
へ
移
住
し
た
。
四
川
に
移
入
す
る

な
か
で
、
鍾
姓
の
多
く
の
女
性
が
、
子
ど
も
や
孫
を
連
れ
て
数
千
里

の
山
や
川
を
越
え
て
歩
い
た
。
そ
の
う
ち
五
名
の
女
性
を
挙
げ
て
み

よ
う
。
一
人
目
は
、
一
三
世
・
俶
沛
公
の
妻
・
黄
氏
で
、
九
人
の
子

と
嫁
、
孫
、
ひ
孫
な
ど
数
十
名
を
引
き
連
れ
、
雍
正
四
年
（
一
七
二

六
）
に
四
川
入
り
を
果
た
し
た
。
二
人
目
は
楊
姓
の
妻
で
、
成
上
、

寅
上
、
信
上
、
明
上
と
い
う
四
名
の
子
を
産
ん
だ
。
楊
氏
は
自
身
が

四
川
へ
と
渡
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
息
子
が
四
川
へ
移
住
す
る
助

け
を
な
し
た
。
三
人
目
は
曽
姓
の
妻
で
、
康
煕
五
九
年
（
一
七
二

〇
）、
彼
女
が
七
〇
歳
の
時
に
五
人
の
息
子
と
嫁
、
数
多
く
の
孫
を

率
い
て
五
華
県
か
ら
重
慶
市
永
川
県
へ
と
移
住
・
開
拓
し
た
。
四
人

目
は
、
一
二
世
・
敏
煬
公
の
妻
で
あ
る
陳
氏
で
、
夫
が
亡
く
な
っ
た

後
、
七
名
の
子
を
連
れ
て
四
川
へ
入
植
し
た
。
五
人
目
は
九
世
・
興

棟
公
の
妻
で
あ
る
蒋
氏
で
、
四
名
の
息
子
が
お
り
、
清
朝
初
期
に
長

男
（
ま
だ
妻
を
娶
っ
て
い
な
か
っ
た
）
を
連
れ
て
四
川
省
朝
安
に
入

植
し
〉
7
〈

た
。

　
四
川
省
だ
け
で
な
く
、
台
湾
へ
移
住
す
る
際
に
も
、
女
性
の
祖
先

が
子
を
引
き
連
れ
て
開
拓
し
た
例
が
あ
る
。
蕉
嶺
県
興
福
郷
滸
竹
村

に
は
劉
姓
の
婆
太
が
い
る
。
彼
女
は
一
九
世
で
あ
る
夫
の
劉
伯
理
が

亡
く
な
っ
た
後
、
乾
隆
二
〇
年
（
一
七
五
五
）
に
二
人
の
子
を
連
れ

て
台
湾
へ
渡
り
、
桃
園
県
楊
梅
鎮
楓
樹
坑
で
落
ち
着
い
た
。
母
子

は
、
最
初
は
人
に
雇
わ
れ
、
籠
を
担
い
で
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
勤
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勉
で
あ
っ
た
た
め
数
年
で
家
を
興
し
、
川
の
裏
手
に
田
を
買
い
定
住

し
た
。
台
湾
開
祖
と
な
っ
た
彼
女
は
、
故
郷
に
戻
っ
て
夫
の
遺
骨
を

台
湾
に
移
し
、
墓
を
建
て
て
再
び
埋
葬
し
た
。
後
に
子
孫
は
「
祭
祀

公
業
」
を
創
設
し
、
一
九
一
二
年
に
は
劉
氏
宗
祠
を
建
て
た
。
宗
祠

で
は
、
彼
女
が
二
人
の
子
を
連
れ
て
開
拓
し
た
彫
像
が
記
念
に
立
て

ら
れ
て
い
〉
8
〈

る
。

　
次
に
彭
氏
の
事
例
を
み
て
い
く
と
し
よ
う
。
清
・
嘉
慶
年
間
、
今

の
蕉
嶺
三
圳
鎮
石
埂
上
の
あ
る
彭
姓
の
男
性
が
鍾
姓
の
女
性
を
娶

り
、
纘
延
、
纘
泗
、
纘
政
と
い
う
三
名
の
子
を
も
う
け
た
。
嘉
慶
九

年
（
一
八
〇
四
）、
纘
延
が
今
の
台
湾
苗
栗
県
三
義
郷
で
田
を
借
り

た
が
、
帰
り
の
船
で
事
故
に
遭
い
海
で
溺
れ
死
ん
だ
。
彼
が
長
年

帰
っ
て
こ
な
い
の
で
、
鍾
氏
と
そ
の
子
・
纘
泗
、
纘
政
、
そ
し
て
纘

延
の
義
母
で
あ
る
張
氏
が
纘
延
の
三
人
の
幼
子
を
連
れ
て
台
湾
へ
と

探
し
に
行
っ
た
。
だ
が
、
地
主
は
、
彼
が
最
終
的
に
田
を
借
り
る
契

約
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
貸
借
の
事
実
を
認
め
ず
、
台
湾
で
所
有
し

て
い
た
は
ず
の
土
地
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
女
ら
は
帰
る
費
用
も

も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
台
湾
で
定
住
し
て
生
き
延
び
る

し
か
ほ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
出
来
事
は
『
彭
氏
族
譜
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
〉
9
〈

る
。
族
譜
で
は
、
横
取
り
の
災
難
に
遭
う
か
ら
、
む
や
み
や
た

ら
に
財
産
に
つ
い
て
口
外
し
な
い
よ
う
子
孫
を
戒
め
て
い
る
。

　
以
上
の
事
例
は
、
清
代
の
客
家
女
性
が
開
拓
し
家
を
興
す
の
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
女

性
祖
先
が
崇
拝
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
現
実
の
一
因
に
な
っ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

㈡
　
族
譜
に
み
ら
れ
る
「
特
殊
な
」結
婚
形
態

　
そ
の
他
、
結
婚
形
態
か
ら
み
る
と
、
こ
の
種
の
家
庭
で
は
男
性
が

中
心
に
な
っ
て
い
な
い
。
歴
史
的
に
嶺
南
で
は
客
家
地
域
が
広
く
分

布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
客
家
地
域
で
は
、
今
日
我
々
が
い
う
と
こ

ろ
の
「
婿
入
り
」
が
一
つ
の
重
要
な
婚
姻
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
婿
入
り
を
通
し
て
開
拓
・
定
住
し
た
娘
婿
が
、
宗
族
の
間
で

数
多
い
か
ら
で
あ
る
。
蕉
嶺
県
新
鋪
鎮
南
山
の
曽
氏
を
例
に
と
っ
て

み
よ
う
。
曽
氏
の
開
祖
は
曽
上
寿
で
あ
る
。
彼
は
、
林
氏
の
娘
婿

だ
っ
た
。
後
に
義
父
が
彼
を
南
山
に
招
い
て
一
緒
に
土
地
を
耕
し

住
ん
だ
た
め
、
林
氏
が
所
有
す
る
こ
の
村
で
曽
氏
宗
族
を
創
始
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
他
方
で
、
梅
県
松
源
鎮
の
王
氏
の
開
拓
と
定
住

も
、
婿
入
り
の
形
式
を
通
し
て
い
る
。
松
源
王
氏
の
開
祖
は
千
八
郎

公
と
い
う
。
明
の
宣
徳
年
間
に
松
源
に
来
て
木
こ
り
で
生
計
を
立

て
、
林
姓
の
家
に
身
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
そ
こ
の
主
人

の
娘
と
結
婚
し
、
家
屋
を
建
て
、
そ
こ
の
開
祖
と
な
っ
た
。
こ
の
種

の
婿
入
り
婚
は
、
あ
る
意
味
で
一
族
に
お
け
る
女
性
の
地
位
を
体
現

し
て
い
る
。

　
祠
堂
で
は
娘
婿
と
そ
の
義
父
が
一
緒
に
祭
祀
さ
れ
て
い
る
例
も
あ

る
。
梅
県
白
渡
鎮
蓮
塘
背
の
鍾
氏
祖
堂
で
は
、
鍾
氏
の
祖
先
の
他

に
、
鍾
氏
の
娘
婿
の
位
牌
も
置
い
て
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
伝
統
的

な
父
系
系
譜
の
原
理
と
合
致
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
寛
容
な
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態
度
は
、
女
性
が
出
生
宗
族
に
お
い
て
一
定
の
地
位
を
保
っ
て
い
る

こ
と
を
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
女
性
の
地
位
を
み
る

と
、
女
性
が
開
拓
・
定
住
す
る
と
い
っ
た
現
象
も
納
得
が
い
く
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
女
性
祖
先
が
崇
拝
さ
れ
る
と
い
う
流
行
に

潜
む
、
重
要
な
社
会
文
化
的
背
景
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

㈢
　
民
間
に
お
け
る
二
つ
の
宗
族
言
説

　
墓
地
祭
祀
だ
け
で
な
く
祠
堂
祭
祀
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

（
女
性
祖
先
を
祀
る
宗
族
の
）
祖
先
崇
拝
に
は
二
つ
の
言
説
が
形
成

さ
れ
る
。
一
つ
は
族
譜
を
中
心
と
す
る
正
統
な
父
系
の
系
譜
体
系
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
女
性
祖
先
を
主
と
す
る
祭
祀
体
系
で
あ
る
。
前

者
の
祖
先
崇
拝
体
系
は
文
字
使
用
の
結
果
で
あ
り
、
後
者
は
民
間
の

口
頭
伝
承
を
通
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
種
類
の
宗
族
の
祖

先
祭
祀
形
態
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
台
湾
の

客
家
移
民
社
会
を
例
に
と
っ
て
説
明
す
る
と
し
よ
う
。

　
筆
者
は
、
清
・
康
煕
年
間
以
降
、
広
東
東
部
の
石
窟
河
川
域
（
主

に
今
の
梅
州
市
蕉
嶺
県
内
に
位
置
す
る
）
か
ら
台
湾
へ
の
人
や
文
化

の
移
動
に
、
長
い
こ
と
注
目
し
て
き
た
。
そ
の
開
拓
の
過
程
で
、
原

郷
の
文
化
が
台
湾
で
再
び
組
織
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か

で
共
同
の
祭
祀
対
象
と
し
て
の
祖
先
が
、
人
々
を
組
織
す
る
た
め
に

よ
く
運
用
さ
れ
て
い
る
。
新
た
に
移
住
し
た
人
々
は
大
陸
の
始
祖
も

し
く
は
は
る
か
に
遠
い
祖
先
を
奉
じ
、
開
拓
組
織
を
形
成
し
て
き

た
。
こ
れ
を
「
祭
祀
公
業
」
と
い
う
。
初
期
の
台
湾
開
発
史
上
、
祭

祀
公
業
は
一
つ
の
重
要
な
組
織
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
同
福

曽
氏
を
再
び
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
台
湾
へ
と
渡
っ
た
曽
氏
の
一
族

は
、
彼
ら
の
始
祖
で
あ
る
裕
振
公
、
三
世
祖
で
あ
る
啓
滄
公
の
名
を

冠
し
た
「
嘗
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設
立
し
た
。
こ
の
二
つ
の
会
の
財
産

は
、
四
〇
甲
あ
ま
り
の
土
地
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
に
は
裕
振
公
と

啓
滄
公
の
基
金
も
つ
く
り
、
屏
東
県
に
規
模
の
大
き
い
曽
宗
聖
公
祠

を
建
設
し
た
。
こ
の
組
織
形
態
は
台
湾
で
「
合
約
字
宗
族
」
と
呼
ば

れ
る
。
こ
の
種
の
宗
族
は
経
済
的
な
志
向
が
顕
著
で
あ
る
が
﹇
李 
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﹈、
大
陸
の
宗
族
制
度
を
敷
衍
し
て
い
る
。
こ
の

種
の
開
拓
過
程
で
つ
く
ら
れ
た
宗
族
は
、
族
譜
に
記
載
さ
れ
る
特
定

の
祖
先
を
紐
帯
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
文
字
記
載
の
伝
統
を

援
用
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
女
性
祖
先
の
崇
拝
は
移
民
し
た
宗
族
を
団
結
さ
せ
る

紐
帯
と
は
ほ
と
ん
ど
な
ら
な
い
が
、（
前
述
し
た
よ
う
に
）関
連
す
る

伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
福
曽
氏
の
場
合
、
二
人
の
女
性
祖
先
で

あ
る
聶
氏
と
范
氏
が
開
祖
で
あ
る
と
い
う
伝
説
が
、
台
湾
へ
の
移
民

に
伴
っ
て
伝
え
ら
れ
、長
き
に
わ
た
っ
て
流
布
し
て
き
〉
10
〈

た
。他
方
で
、

大
埔
県
高
陂
鎮
の
劉
氏
一
族
は
婆
太
を
崇
拝
す
る
が
、
台
湾
へ
と
移

住
し
た
子
孫
も
よ
く
故
郷
に
戻
っ
て
は
彼
女
を
祀
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
自
分
で
高
陂
鎮
に
戻
れ
な
い
子
孫
は
、
送
金
し
て
故
郷
の
親
戚

に
婆
太
を
祭
祀
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
〉
11
〈

る
。
た
だ
し
、
台
湾
社
会
に

は
女
性
祖
先
崇
拝
の
伝
統
や
文
化
的
素
地
が
な
い
た
め
、
次
第
に
族

譜
記
載（
す
な
わ
ち
父
系
原
理
の
）伝
統
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　
女
性
祖
先
崇
拝
は
、
広
東
東
部
の
客
家
地
域
で
広
く
認
め
ら
れ
る

現
象
で
あ
る
。
各
宗
族
で
崇
拝
さ
れ
る
女
性
は
一
人
の
こ
と
も
あ
れ

ば
二
人
の
こ
と
も
あ
る
。
彼
女
ら
の
関
係
は
、
嫁
同
士
で
あ
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
嫁
―
姑
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
、
宗
族
の

起
源
と
発
展
に
重
要
な
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
宗
族
の
成
員
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
日
に
墓
地
を
訪
れ
、
女
性
祖

先
を
祭
祀
す
る
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
宗
族
の
団
結
力
が
維
持
さ

れ
て
い
く
。

　
父
系
原
理
の
宗
族
が
さ
ら
に
普
及
し
、
民
間
で
族
譜
が
編
纂
さ
れ

る
に
従
い
、
宗
族
の
系
譜
が
確
立
し
て
い
く
。
こ
の
状
況
の
も
と
、

宗
族
の
系
譜
は
文
字
で
示
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
祠
堂
へ
と
反
映
さ

れ
て
い
く
。
こ
れ
は
宗
族
が
不
断
に
団
結
す
る
発
展
形
態
を
表
し
て

い
る
﹇
王
・
張 2008

﹈。
広
東
東
部
の
女
性
祖
先
崇
拝
も
、
こ
う
し

た
宗
族
の
変
遷
過
程
に
応
じ
て
操
作
さ
れ
、
変
化
し
て
き
た
。
族
譜

編
纂
の
過
程
で
男
性
の
開
祖
を
捏
造
し
、
女
性
祖
先
を
そ
の
妻
と
位

置
づ
け
直
し
た
宗
族
も
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
儒
教
の
礼
法
と
合

致
さ
せ
、
宗
族
の
系
譜
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
族
譜
か
ら
完
全
に
女
性
祖
先
の
存
在
を
排
除
し
、
現
実
と
は

別
の
系
譜
を
つ
く
り
あ
げ
た
宗
族
も
い
る
。

　
宗
族
の
成
員
は
、
族
譜
を
基
盤
と
し
、
祖
先
の
位
牌
を
祠
堂
に
祀

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
女
性
祖
先
の
地
位
に
さ
ら
な
る
変

化
が
生
じ
る
。
た
だ
し
、
女
性
の
祖
先
が
祠
堂
に
の
ぼ
る
段
階
に
な

る
と
、
現
実
的
に
は
規
制
が
か
か
る
。
ど
の
宗
族
も
宗
祠
を
建
立
し

て
い
な
い
た
め
、
女
性
の
開
祖
が
祠
堂
で
祀
ら
れ
る
と
は
限
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
い
ま
だ
に
墓
地
祭
祀
の
形
で
祭
祀
が
続
け
ら
れ
て
い

る
。
な
か
に
は
開
祖
の
妻
の
身
分
で
祠
堂
で
祀
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
の
場
合
、
彼
女
の
立
場
は
か
な
り
弱
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
過
程
の
な
か
で
、
宗
族
制
度
が
ま
す
ま
す
完
備
さ
れ
て
い

き
、
ま
す
ま
す
規
範
が
強
ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
女
性
祖
先
を
墓

地
で
祀
る
も
と
の
形
式
は
、
父
系
を
原
則
と
す
る
族
譜
や
祠
堂
で
の

祭
祀
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
我
々
が
い
ま

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
と
、
否
応
な
し
に
一
つ
の
事
実
に
直
面

す
る
。
そ
れ
は
、
今
で
も
女
性
祖
先
崇
拝
が
客
家
地
域
な
ど
で
広
く

認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
〉
12
〈

る
。

注〈
１
〉 

客
家
地
域
に
は
二
次
葬
の
習
俗
が
あ
る
。
先
に
亡
く
な
っ
た
人

を
埋
め
、
数
年
後
に
骨
を
取
り
出
し
て
骨
壺
に
入
れ
る
。
そ
の
後
、

風
水
の
良
い
と
こ
ろ
に
埋
め
る
。

〈
２
〉 
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
二
つ
の
墓
は
後
に
道
路
工
事
に
よ
っ
て

壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
実
地
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

祭
祀
す
る
空
間
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
現
在
は
女
性
祖
先
を
め
ぐ
る
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祭
祀
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

〈
３
〉 

乾
隆
『
嘉
応
州
市
』
巻
一
「
與
地
部
・
風
俗
」。

〈
４
〉 
『
頼
氏
重
修
宗
譜
』、
光
緒
元
年
。

〈
５
〉 
湯
超
齢
編
『
中
山
堂
湯
氏
瓜
瓞
族
譜
』
巻
一
「
源
流
」、
一
九

八
八
年
、
一
七
頁
。

〈
６
〉 

『
上
饒
苦
竹
排
族
譜
』、
手
抄
本
、
ペ
ー
ジ
数
な
し
、
民
国
七
年

（
一
九
一
八
）。

〈
７
〉 

四
川
簡
陽
『
頴
川
堂
鍾
氏
族
譜
│
│
四
川
簡
陽
東
成
上
（
字
宏

予
）
公
派
』
二
〇
一
三
年
冬
編
纂
、
八
九
八
頁
。

〈
８
〉 

『
苗
栗
文
献
』
第
二
〇
期
、「
新
旧
頭
份
」、
七
五
頁
。

〈
９
〉 

彭
氏
建
墓
委
員
会
（
台
湾
）『
彭
氏
族
譜
』、
一
九
八
九
年
、
一

二
頁
。

〈
10
〉 

筆
者
は
、「
聶
氏
坡
」
と
い
う
地
名
を
聞
き
ま
わ
っ
て
い
る
、
台

湾
か
ら
戻
っ
て
き
た
同
福
曽
氏
の
子
孫
と
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

年
配
者
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
重
要
な
祖
先
祭
祀
の
場
所
で
あ
っ
た
。

〈
11
〉 

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
日
、
大
埔
県
桃
源
鎮
で
、
劉
秋
鏡
（
当

時
八
六
歳
）
に
お
こ
な
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
。

〈
12
〉 

最
後
に
断
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
女
性
祖
先
崇
拝
は
い

わ
ゆ
る
「
系
譜
」
理
論
で
い
う
母
系
制
と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
女
性
祖
先
崇
拝
が
あ
る
い
か
な
る
宗
族
に
も
、
母
系
出

自
が
認
め
ら
れ
な
い
。
祭
祀
活
動
に
参
加
す
る
の
も
基
本
的
に
は
父

系
の
成
員
が
中
心
で
あ
る
。
外
祖
婆
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
女
性
祖
先
崇
拝
と
母
系
制
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

訳
注

（
１
） 

興
寧
は
、
市
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
「
県
級
市
」
で
あ
る
。

通
説
に
従
う
と
、
梅
州
市
の
土
着
住
民
の
ほ
ぼ
全
員
が
客
家
で
あ

る
。
饒
平
県
は
、
潮
州
人
と
客
家
の
混
住
地
で
あ
る
。

（
２
） 

中
国
語
や
日
本
語
の
論
文
で
は
、「
始
祖
」
と
「
開
基
祖
」（
開

祖
ま
た
は
開
始
祖
）
の
区
別
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
。
実
際
、
民
間
で
も
両
者
は
互
換
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
あ
る
祖
先
が
開
拓
・
定
住
し
た
過
程
が
し
ば
し
ば
強
調

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
特
定
の
土
地
を
開
拓
・
定
住
し
た
祖
先

を
開
祖
、
そ
う
で
は
な
い
系
譜
上
の
最
初
の
祖
先
を
始
祖
ま
た
は
一

世
祖
と
訳
す
。

（
３
） 

「
高
思
一
鍋
湯
」
を
直
訳
す
る
と
「
高
思
郷
│
│
鍋
の
な
か
の

ス
ー
プ
」
と
な
る
。
中
国
語
で
「
湯
」
は
ス
ー
プ
を
意
味
す
る
。
湯

と
い
う
姓
氏
と
ス
ー
プ
を
か
け
て
い
る
。
鍋
は
地
形
を
指
す
。
だ
か

ら
「
鍋
の
形
を
し
た
地
形
に
湯
氏
が
住
ん
で
い
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
梅
州
市
で
は
、
周
囲
の
景
観
を
動
物
や
物
質
な
ど
の
「
比

喩
」
で
表
す
こ
と
が
あ
る
。

（
４
） 

孺
人
と
は
、
妻
へ
の
敬
称
を
指
す
。
女
性
祖
先
を
指
し
て
墓
碑

で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
５
） 

生
誕
日
で
あ
る
成
化
八
年
は
西
暦
一
四
七
二
年
で
、
壬
辰
の
年

に
あ
た
る
。
死
亡
日
で
あ
る
嘉
靖
三
二
年
は
西
暦
一
五
五
三
年
で
、

癸
丑
の
年
に
あ
た
る
。
ま
た
、
廖
炳
公
と
は
、
風
水
村
と
し
て
知
ら

れ
る
江
西
省
三
僚
村
出
身
の
有
名
な
風
水
師
を
指
す
。「
扦
点
の

法
」
は
「
扦
点
龍
穴
」、
す
な
わ
ち
風
水
宝
地
を
探
し
出
す
こ
と
を
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意
味
す
る
。
こ
の
墓
碑
の
説
明
は
風
水
と
か
か
わ
っ
て
お
り
、
女
性

祖
先
の
墓
に
対
し
て
も
風
水
が
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
興

味
深
い
資
料
で
あ
る
。

（
６
） 
嘉
応
州
は
、
清
代
に
梅
州
市
中
部
・
北
部
一
帯
（
現
在
の
梅
江

区
、
梅
県
、
蕉
嶺
県
、
平
遠
県
、
興
寧
県
、
五
華
県
）
を
管
轄
し
た

行
政
区
で
あ
る
。
嘉
応
は
、
し
ば
し
ば
梅
州
の
旧
称
と
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
７
） 

嘗
は
、
梅
州
や
台
湾
の
客
家
地
域
で
は
「
嘗
ソ
ン
テ
ィ
エ
ン

田
」
と
呼
ば
れ

る
。
祖
先
か
ら
継
承
さ
れ
た
田
（
族
産
）
を
指
す
。

（
８
） 

『
爾じ

雅が

』
は
、
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
漢
代
初
期
の
中
国
で
編
纂

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
、
中
国
で
最
も
古
い
辞
典
で
あ
る
。
そ
の
第
四

編
が
『
爾
雅
』
釈
親
で
あ
り
、
親
族
や
婚
姻
に
関
す
る
記
述
が
な
さ

れ
て
い
る
。

（
９
） 

石
壁
郷（
村
）は
、福
建
省
西
部
の
寧
化
県
に
あ
る
地
名
で
、
客

家
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
。

（
10
） 

広
東
の
民
間
社
会
で
祠
堂
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
特
に
明
・
嘉
靖
一
五
年
（
一
五
三
六
）
に
「
臣
民
が
家
廟
を
建

設
す
る
こ
と
の
詔
」
が
発
布
さ
れ
る
前
後
よ
り
民
間
社
会
で
急
速
に

普
及
し
た
。
詳
し
く
は
、
本
誌
掲
載
の
河
合
論
説
を
参
照
の
こ
と
。

（
11
） 

広
東
東
北
部
で
よ
く
み
ら
れ
る
の
は
、
囲
龍
屋
で
あ
る
。
こ
れ

は
数
十
人
か
ら
数
百
人
の
宗
族
が
共
同
で
住
む
こ
と
が
で
き
る
集
合

住
宅
で
あ
る
。
集
合
住
宅
の
中
央
奥
に
は
祖
先
の
位
牌
な
ど
を
祀
る

あ
る
祠
堂
（
大
堂
）、
及
び
生
命
の
根
源
と
も
さ
れ
る
高
台
（
化

胎
）
が
内
設
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
飯
島
典
子
・
河
合
洋
尚
・

小
林
宏
至
編
『
客
家
│
│
歴
史
・
文
化
・
イ
メ
ー
ジ
』（
現
代
書
館
、

二
〇
一
九
年
）
の
第
一
七
章
「
囲
龍
屋
」
を
参
照
。

（
12
） 

こ
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
誌
掲
載
の
河
合
論
説
で
、

広
州
市
番
禺
区
沙
湾
鎮
な
ど
の
事
例
を
あ
げ
つ
つ
議
論
し
て
い
る
。
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